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2005年１２月号〒212-0002 川崎市幸区小向仲野町１５－４ 川崎競馬倶楽部

１９９０年から始まった川崎競馬公認ファンクラブ『川

崎競馬倶楽部』の活動１５年を記念して１２月２３日第

１１レースに『川崎競馬倶楽部盃ホワイトクリスマス賞』

が実施されることになりました。

芦毛・白毛限定で行われるホワイトクリスマス賞という

川崎競馬ならではの名物レースを冠レースとさせていただ

いたことに深く感謝し、実施に際してご協力いただいた川

崎競馬関係各団体の皆様には改めまして御礼申し上げます。

情報紙の発行ならびにホームページ等に於いてこれから

も川崎競馬発展に向けサポーターとしてファンの目線に立

った活動をしてまいります。

☆川崎競馬の2005年 いろいろなことがありました・・・

１月

エスプリシーズが

引退。１月末には繋

養先である青森・山

内 牧 場 に 移 さ れ 種

牡馬として繋用され

る こ と に な っ た 。 通

算成績は２３選１ ０勝。川崎記念をはじめ

重賞は５勝という戦績を残した。引退式が

２ ４日の最終レース終了後に行われ森下

騎手を背にして最後の雄姿を披露した。

２月

野 崎武 司騎

手が ２月２ ８日

を も っ て ２ ５ 年

間 の 騎手 生活

に 別 れ を 告 げ

た 。 ロ ジ ー タ と

の コ ン ビ で 活

躍 し 通 算 成 績

は6694戦839勝。

３月

酒 井 忍 騎 手 が ３

月２日浦和競馬１１

競走で勝利をおさめ

通算 １ ０ ０ ０ 勝達成

２ ８日の川崎競馬６

レ ー ス 終 了 後 に は

セレモニーが行われた。

４月

４月18日第６競

走シダグレースで

町田直希騎手が

デビューした 。緒

戦 は ⑨ 着 だ っ た

が 翌 1 9日 第 ８ 競

走スフィーダでの

２戦目にして初勝利を飾った。積極果敢な

騎乗で勝ち鞍を重ね、重賞にも騎乗。１ ２

月には減量特典を返上という大活躍。

５月

５ 月 ３ １ 日

５月３１日付で金井

弘司調教師 、細川

潔調教師が引退 。

６月

南関東 ク ラ シ ッ

クでは川崎牝馬勢

が大活躍。桜花賞

をミライが優勝。テ

ン セ イ フ ジは東京

プ リ ン セ ス 賞 、 関

東オークスを制して二冠牝馬となった。

７月

７月 １ １日の大

井競馬第５レース

で金 子正彦 騎手

が通算 １ ０ ０ ０ 勝

を達成 。昭和 ５ ４

年のデビューから

１万９８６戦目のことだった。

８月

８月１９日の第３レースで藤江渉騎手が南

関東初勝利を挙げた。宇都宮からの移籍

後３５戦目での嬉しい勝利だった。

９月

「競馬場で遊ぼう！

川崎競馬秋まつり２

０ ０ ５ 」 が ９月 １ ８ 日

開催 され た 。 ３ ０ 度

を超える真夏日のな

か約１万３０００人が内馬場芝生広場いっ

ぱいの催しで秋の一日を満喫した。

１０月

来 年 度 の 第 ６

回 JBCが １ １月 ２

日と３日の２日間

にわたり JBCマイ

ル１６００ｍ、JBC

クラシック ２１００ｍとして川崎競馬場で

開催されることが決定し発表された。

１１月

２ ０ ０ ４羽田盃馬トキノコジローがJRA移

籍を経て再転入。11月10日霜月特別では

後続を４馬身突き離す圧勝で復活のノロ

シをあげた。

１２月

さて 、２ ０ ０ ５年ラスト開催。全日本２

歳優駿、報知オールスターカップと盛りだ

くさん。 to be continue・・ ・

サンタクロースの正体は・・・

Merry Christmas！
今年も「みその子供の

家」にサンタクロースが
やって来た。
神奈川県藤沢市にあ

る児童養護施設「みそ
の子供の家」。ここでは
家族と一緒に暮らすこと
の出来ない事情のある
子供たちが約１５０人暮
らしている。
今野忠成騎手もまた小学生から中学時代をこ

こで過ごした一人である。今では川崎競馬のトッ
プジョッキーとして活躍するが騎手デビューから
１１年。毎年１２月になると５０万円ずつ届けに
園を訪れる。「怪我などで苦しい時期もありまし
たが、師匠である鈴木敏一先生の『続けること
が大切』という後押しもあってこうして続けてきま
した。今年は初めて子供を連れて行ってきまし
た。自分にとって初心にかえることが出来る大
事な場所です。自分が送ったお金でクーラーや
机などを買っていると聞いていたんですが、そ
れを園で貯めてくれていて来年には古くなった
施設を建て替える費用として使ってくれることに
なってこうしてかたちになるのは本当に嬉しいこ
とです。自分も子供を持ってみて改めて子育て
の大変さを知りました。仕事をしている限り、続
けていきたいと思っています」。

ウツミジョーダン川崎へ移籍

岩手所属ながら昨年
の報知オールスターカ
ップを快勝したウツミジ
ョーダン（父トロットサ
ンダー 母チヨノカツ
ラ）。１１月６日の北上
川大賞典に出走後、
川崎の内田勝義厩舎
に移籍した。
ウツミジョーダンが川崎に来たのは先月の１１

日。
担当する小竹厩務員は、初めてこの馬に乗った

とき「普通の馬とどこか違った。背中の柔らかさと
か、乗り味が凄い！」と思ったそうだ。
普段馬房の中ではかなりうるさいらしい。人に対

して噛み付いてくる事もある。（余談だが小竹さん
の腕にもかまれた跡があった）
そして「頭がいい。しかられた事もしっかり覚えて

いる。」そうだ。
馬房で対面したウツミジョーダンは、ビロードの

ような黒光りする立派な馬体で、実際の体重よりも
大きく堂々として見えた。
普段うるさいところを見せる彼だが、調教やレー

スではそんな事はないらしい。きっとその闘争心が
競馬に行って良い方向に出ているのであろう。
川崎に来た後すでに１１月３０日の浦和記念に

出走し、４着と健闘している。

転入初戦のためか９番人気と低評価だったが
「このくらいは走ると思った。」と小竹厩務員。
理想の体重は４６５～７０ くらいだそうだ。好きkg

嫌いもなく、足元に不安もない。順調な様子。競馬
場も右左どちらもこなせるが、「左回りの方が若干
スムーズ」らしい。
次走は連覇がかかる報知オールスターカップ。

今年は川崎所属として、また素晴らしい走りを披露
してくれる事だろう。



◆◇ＨＡＰＰＹ ＢＩＲＴＨＤＡＹ １２月生まれ◇◆

青田正則厩務員（２日） 藤沢武志厩務員（２日） 梅山和則調教師（３日）
遠藤昇厩務員（３日） 橋階信夫厩務員（３日） 富士木和男厩務員（３日）
扇克全厩務員（４日） 小島由起夫厩務員（６日） 佐々木仁調教師（９日）
吉村徹厩務員（ 日） 吉田栄厩務員（ 日） 北村純一厩務員（ 日）11 12 13
田村由美厩務員（ 日） 古沢悟厩務員（ 日） 水久保敏美厩務員（ 日）14 14 14
渡邊幸樹厩務員（ 日） 原田剛厩務員（ 日） 金指博美厩務員（ 日）14 15 15
山田質厩務員（ 日） 大隅信厩務員（ 日） 堀哲也厩務員（ 日）15 16 16
森輝道厩務員（ 日） 世安智也厩務員（ 日） 高月由次調教師（ 日）16 19 20

（ 日）久保ひろかず厩務員 24

★ 佐々木 仁 調教師 ★

１２月９日で４２歳になった佐々木仁調教師。誕生日当日
はお子さんが風邪ひいてしまい、残念ながらお祝いはおあず
けだったそうだ。

馬の世界に入ったきっかけは「手に職をつけたい」という
気持ちからだった。
手に職をつけることができ、小柄な体格であることを生か

せるピッタリな職業といえば騎手。しかしながら育ったのは競馬とは縁のない環
境。動物好きではあったが騎手学校に入るまで馬に触れたこともなかった。

騎手生活は初勝利・初騎乗は覚えているものの「乗っていたころはとにかく
夢中だった」という。印象に残っているのはカネショウタイガー。乗り味がすご

、 。くよく 今振り返っても素軽さと柔らかさでは右に出るものはいなかったそうだ

約 年の騎手生活から調教師になった。18
騎手と調教師の違いは？と尋ねると「騎手は馬を早く走らせること。調教師はそ
れに馬作りがプラスされより難しくなった」と話す。
印象に残ってる馬はなんといっても開業３年目に重賞をプレゼントしてくれたマ
ルダイメグ。
「厩舎にいる馬に期待する気持ちはみんな同じ。少しずつ着をあげることを目標
に１頭１頭が勝つことを期待してる 」。
とにかく体調面を重視。馬は言葉を話せないけど少しでもわかってあげるように

。「 、 」 。することが大事なのだ 馬は大好き でも好きだけではできない仕事 と話す

休日はお子さんと遊んだり、牧場めぐりしたりゴルフしたりとフル稼働する充実
の日々。
今後の目標は「少しずつ重賞を勝てる馬を作っていきたい」
今年の初めに別の企画で「ジルハーを東京ダービーに出走が目標」と話してくれ
ジルハーは東京ダービー出走を果たし、まさに有言実行だった。

遠征の記録

平成１７年１１月～１２月

月 日水沢競馬場で行われた第 回 阿久利11 20 5
黒賞（サラ３歳 ｍ）にディーズビバーチェ1600
（佐々木仁厩舎）が遠征。佐藤博紀騎手鞍上でに

２番手に先行しましたが⑤着。同レースには町田

直希騎手もアルフリアライズ（浦和）で参戦しま

したが⑨着でした。

ディーズビバーチェはこのレース後リフレッシ

ュ放牧に出されています。

月 日東京競馬第８競走（３歳上１ 万11 26 000
下 芝 ｍ）にクラキングレディ（高月賢一1400
厩舎）が出走し⑬着。同馬はつづいて 月 日12 17

000 1600中山競馬第８競走（３歳上１ 万下牝芝

ｍ）にも参戦し⑭着。いずれも鞍上は石崎隆之騎

手。

月４日中山競馬ターコイズステー12
クス（３歳上牝ＯＰ芝 ｍ）には1800
テンセイフジ（八木仁厩舎）が挑戦し

ましたが後方追走⑯着という結果でし

た。

「度胸のすわった馬だから周りを気に

することもなかったね。スタート出て位置どりは

いつも通りなんだが、相手関係

的に厳しかったんだろうね。試

してみたかった芝も適性はあり

そうだよ」と騎乗した酒井忍騎

手は適性を示唆。

月 日中山競馬第 競走ひいらぎ賞（２歳12 17 10
万下芝 ）にチェリームーン（佐々木仁500 1600m

厩舎）が出走。内田博幸騎手を背に好位につき直

線伸びて⑤着に健闘しました。

「すっと３番手につけていい競馬をしてくれた。

ダートでもいい脚を使うが芝でも走ることがわか

った」と佐々木仁調教師。

◎○▲△おつかれさま△▲○◎
平成 年 月退厩馬17 11

河津 コスモベルモット 休養中 転厩

岩本洋 ザマビューティ 牝 神奈川 廃用5
田島 ワンダーブロッコ 牡 群馬県 乗馬4
八木喜 ダハールダンス 牝 神奈川 乗馬3
大和明 ケイアンドカフェ 牡 神奈川 乗馬2
佐々仁 グランドマックス 牡 栃木県 乗馬4
武井 エスプリアメリカン 牡 神奈川 廃用2
今井輝 キャリーストーン 牡 神奈川 廃用5
内田勝 グランドヒカリ 牝 群馬県 乗馬3
八木仁 ツヨシヨイヨイ 牡 栃木県 乗馬4
大和五 キョウエイマイサー 牝 群馬県 乗馬3
大和五 ノトシラユリ 牝 群馬県 乗馬4
長谷三 ノトプリンス 牡 群馬県 乗馬4
足立 ロイヤルオー 牡 茨城県 乗馬3
鈴木敏 ヤマショウクリーク 牡 茨城県 乗馬6
高月賢 スピリットトゥルー 牡 長野県 廃用3
足立 エテルネル 牝 茨城県 乗馬3
佐々仁 ニシノハナカザリ 牝 茨城県 転厩4
照沼 オオトリベリーナ 牝 北海道 繁殖3
鬼沢 ムテキパワー 牡 福島県 乗馬8
照沼 リンカーンブラッド 牡 福島県 乗馬6
照沼 カネショウシラネ 牝 福島県 乗馬5
八木仁 キーホーク 牡 兵庫県 転厩6
八木仁 ジャンサークル 牡 東京都 廃用2
村田 グリュックメーデル 牝 福島県 乗馬3
村田 キタサンナポレオン 牡 熊本県 転厩3
山崎 ゴールドガンダム 牡 群馬県 転厩4
梅山 トーホウヒエン 牡 福島県 乗馬3
福島 ニノサキ 牡 福島県 乗馬6
池田孝 プリーマパルトナー 牝 山梨県 乗馬2
佐々吉 ハジメドリーム 牝 神奈川 乗馬3
河津 エイシンツヨシオー 牡 岐阜県 転厩6
秋山 エーテルフラッシュ 牡 神奈川 乗馬6
田島 サマーリゾート 牝 群馬県 乗馬3
河津 インヴァリッド 牡 北海道 転厩4

* staff room *
●振り返って一年。今年の川崎競馬にも色んなことがありましたが何よりのビッグニュースは来年のJCB開催
決定でしょうか。川崎競馬を最高にアピールし先々につながる機会にしたいものです。川崎競馬倶楽部にとっ
ては「川崎競馬倶楽部盃」という１５年記念の大きなご褒美を頂戴した２００５年のラスト開催。最後の最後

あまで盛り上がっていきましょ～

●モエレトレジャーが帰ってきました！ 今回の川崎か年末大井のオープン戦から始動予定
だそうです。人懐っこく相変わらずの美男子ぶりです。年明けには僚馬ブルーローレンスも
帰厩予定とのこと。また重賞戦線の活躍期待したいです。

楓

●取材を終えて帰る時、ちょっと用事を思い出し山崎厩舎にお邪魔しました。そこで飼葉を
食べている栗毛に流星のとても可愛らしい馬に遭遇しました。あまりに気になって名前を尋
ねたら「ハツラツ」と言われました。個人的な話で申し訳ないのですが、中央時代（しかも
数年前です）に私がＰＯＧで指名していた馬だったので、一人で感激してしまいました。こ
んな身近なところにいたんだとうれしいやら、びっくりするやら。寒さも忘れて見入ってしまいました。

とら

●１１日に小向に取材に行った時、全日本２歳優駿に出走予定の北海道所属馬、モエレソーブラッズとモエレ
スターダムに会えました。早々と小向に来ていて、こちらで調整をしているそうです。厩務員さんに少しお話
を伺ったら、やっぱり北海道に比べるとこちらの寒さはまだいいほうみたいです。馬もそう感じているのでし
ょうか？２頭とも順調に調教をこなしているようでした。ちなみにもう１頭の道営出走予定馬のエイティジャ
ガーは競馬場のほうで調整をしているようなのでこの日は会えませんでしたが、３頭とも早くからこっちで調
整をしていて、万全の状態でレースに臨めることでしょう。若い馬たちの戦い、来年を占う意味でも楽しみで

梅すね！

☆林隆之厩務員がベストドレッサー賞に輝く☆

１１月２３日、船橋競馬１０Ｒではナドアルシバ競馬場カップ
が行われ、出走馬の中で一番きれいに仕上げられた馬の厩務員
が表彰される【ベストターンドアウト賞】と、最も好感のもて
る服装の厩務員が表彰される【厩務員ベストドレッサー賞】行われ、リュウノ

ウインの担当の池田孝厩舎、林隆之厩務員が受賞しまし
た！！
衣装のポイントは池田厩舎のカラーである“赤”のネクタ

イ。ビシっときめたスーツに赤のネクタイが見事にマッチし
ていて 納得の受賞・・・と思いきや 林厩務員の感想は 人、 、 「
より馬（ベストターンドアウト賞）のほうが欲しかったよ」
と。確かにこの日のリュウノウインはタテガミもきっちり編
んでもらい、バンテージも決まっていました。人、馬とのダ
ブル受賞はならなかったものの、普段の競馬ではなかなかも
らえない賞の受賞に林厩務員に喜びの表情でした。


